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乾式再処理試験開発で発生した U、Pu等を含有する浴塩について、溶融塩から Uを沈殿分離する処理方法

が検討されている。本研究は Ce を Uの模擬物質、沈殿剤を Li2O として使用し試験を行い、適切な沈殿生成

の条件を調査した。 
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1. 緒言 

本国では乾式再処理の研究開発が行われてきたが、その過程で U、Pu等を含む試験廃塩が生じた。これら

の処理方法として、沈殿剤を添加しウランを沈殿分離し、次に減圧蒸留を行い浴構成元素を蒸発分離するプ

ロセスが検討されている。本研究は一段階目の沈殿分離プロセスについて、Ceを U の模擬物質とし実験を行

い、実験室規模で実施可能な沈殿分離の操作条件を探索した。 

 

2. 方法 

まず石英セルに浴塩（LiCl-KCl=58.8:41.2mol%もしくは NaCl-CsCl=1:2mol%）に塩化セリウム（CeCl3）を

10mol%加え、グローブボックス内の電気炉で溶融させた。溶融温度は LiCl-KCl 浴は 700℃、NaCl-CsCl 浴は

800℃で行った。次に沈殿剤として Li2O を一定量ずつ添加し、浴塩と生成した沈殿物を採取した。浴塩につ

いて ICP 及びイオンクロマトグラフィーを用い成分の定量を行い、また XAFS 測定及び XRD を用い沈殿の

構造や化学形態を調査した。 

 

3．結果及び考察 

Li2O を添加すると浴が白色に濁り、すぐに沈殿反応が

始まった。沈殿物は LiCl-KCl 浴では黄色と白色の二層

となり、NaCl-CsCl 浴では白色の様相を示した。Ceの添

加量に対し Li2O を化学量論的に等物質量加えると、図

1 に示す様に最終的な沈殿率は両浴共に約 7 割となっ

た。Li2O を過剰に加えることで沈殿量の増加が見込める

と考える。LiCl-KCl では Ce が主に CeOCl として沈殿す

る[1]が、XAFS測定の結果、NaCl-CsCl 浴で生成した沈殿

は LiCl-KCl 浴と異なる動径構造関数を示した。当日はこ

れらの沈殿物の XRD 回折結果を示す予定である。 
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図 1 LiCl-KCl 浴及び NaCl-CsCl 浴における

Li2O 添加量による Ce 沈殿率の違い 
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